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病害虫の発生は、多くの場合、気象条件に影響されます。病害虫により個々

の発生条件は異なりますが、害虫は概して温度が高くなり乾燥状態で活動が活

発になる傾向があります。

現在、普及センター本所管轄内の小麦栽培ほ場では、主に下記の害虫が見ら

れます。少雨傾向で推移しており、今後は気温が上昇する予報です。害虫の発

生状況に注意してください。

１ 葉を食害し光合成を阻害する害虫

「ムギクロハモグリバエ」「ムギドロオイムシ（ムギクビボソハムシ）」

２ 茎の中を食害し白穂や出穂不能にする害虫

「ムギキモグリバエ（ムギカラバエ）」

３ 稔実不良となり子実が細くなり減収を招く害虫

「アブラムシ類（３種類）」

＊ほ場により発生状況が大きく異なっています。トラクターからおりてほ場に

入り確認し、密度が高い場合は殺虫剤散布を検討ください。

＊殺虫剤散布が必要と判断される場合は、最新版の「農作物病害虫防除および

防除剤使用ガイド」を参照しての薬剤を選択して下さい。

農薬散布にあたっては「農作物病害虫防除および防除剤使用ガイド」

の最新版(黄色い冊子）を参照して、適正使用に努めてください。
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